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１．研究計画の概要 
 クライン群 Gとは PSL(2,C)の離散部分群
であり、一次分数変換によってリーマン球面
に等角に作用する。Gが単連結な不連続領域 
U を持つとすると、商空間 U/G は U の等角
構造からリーマン面になる。一方リーマン球
面を理想境界とする双曲３次元空間 H^3 を
考えると、Gはポアンカレ拡張によって H^3
に等長的に作用する。ここでリーマン球面に
おける G の極限集合の、H^3 における凸閉
包 Cを考える。すると Cは H^3からの誘導
距離により双曲平面と等長になるので、 
商空間 C/G は C の双曲構造からリーマン面
になる。このようにして得られた２つのリー
マン面 U/G と C/G は同相で、特に種数が g
で穴の数が nとすると、(g,n)型のリーマン面
のタイヒミューラー空間の２点を表すこと
になる。この２点間の距離を評価したい。 
 また Cは双曲曲面の構造を持つが、一般に
は H^3 の測地線層に沿って折れ曲がったプ
リーツ面になっている。この測地線層をクラ
イン群 Gのプリーツ不変量という。つまりリ
ーマン面 C/G上には、折れ曲がった角度を測
度とする、測度付き測地線層の構造が付加さ
れている。広いクラスの Gにおいては、 
リーマン面 C/Gの等角構造から Gが決まる。
よって G のプリーツ不変量からリーマン面 
C/Gの等角構造を特徴づけることを問題とし
たい。 
以上より本研究主要な目的は次の２つの問
題である。 
（１）クライン群 Gから定まる２つのリーマ
ン面 U/Gと C/Gの違いの評価。 
（２）クライン群 Gのプリーツ不変量による
リーマン面 C/Gの等角構造の決定。 

２．研究の進捗状況 
 本研究の主目的は「凸核の境界」という双
曲構造と「不連続領域」という等角構造との
間の相互関係を追求することである。以下に
具体的な課題と進捗状況を箇条書きする。 
（１）(g,n) 型の終端 b-群の変形空間（マス
キット・スライス）のプリーツ座標の構成。 
この課題は高次元の空間を扱うため未だ一
般論が展開できずにいたのだが、昨年度ウォ
ーリック大学の Series 教授が (1,2) 型のマ
スキット・スライスのプリーツ座標の構成に
関する論文を発表したので、今年度 Series 
教授と研究連絡を行う予定である。 
（２）(g,n)型の終端 b-群における Thurston 
の K=2 予想の反例の具体的構成。この課題
については２００７年にモンペリエ大学を
訪問した際に Silhol 教授と議論をした結果
を論文で発表した。一部近似計算を用いる箇
所があり、現在その部分が理論化できるか検
討を行っている。 
（３）擬フックス空間の正則切断から定まる
タイヒミュラー空間のプリーツ座標の構成。 
この課題についてはベアス・マスキット ス
ライスのプリーツ座標の構成について
Parkonen 氏との共同研究を論文で発表し
た。その後マスキット・スライスへの退化と
の関係を連携研究者の山下靖（奈良女子大）
と調べて、フリブール大学での双曲体積の国
際集会で発表した。 
（４）プリーツ多様体の構造とタイヒミュラ
ー空間の可視化。この課題については、最近
リーマン面の正則族の可視化に取り組んで
いる。具体的には位数２の自己同型を持つ種
数２のリーマン面の正則族の構成とその正
則切断の決定ができ論文として発表した。 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 (g,n)型の終端 b-群における Thurston の 
K=2 予想の反例の具体的構成については、 
当研究を開始する以前に発表した結果を、
Jankins-Strebel 微分のアイデアを用いてよ
り根源的に「凸核の境界」の双曲構造と「不
連続領域」の等角構造との間の相互関係を調
べることができた。また擬フックス空間の正
則切断から定まるタイヒミュラー空間のプ
リーツ座標の構成についても  Minsky の 
Pivot定理を応用してベアス・マスキット ス
ライスというパラメータ付きのスライスに
ついて、そのプリーツ座標の構成ができた。 
さらにタイヒミュラー空間の可視化の問題
について、従来は境界のフラクタル幾何的な
性質にのみ注目していたが、リーマン面の正
則族の可視化という新しい対象を考察する
ことができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）(g,n) 型の終端 b-群の変形空間（マス
キット・スライス）のプリーツ座標の構成 
が、今後の最大の問題である。このテーマに
ついてはこれまで大きな進展がなかったの
で、昨年度ウォーリック大学の Series 教授
が発表した (1,2) 型のマスキット・スライス
のプリーツ座標の構成を理解して、さらなる
一般化を目指したい。 
（２）(g,n)型の終端 b-群における Thurston 
の K=2 予想の反例の具体的構成については 
これまでに得られた数値計算に依存する議
論の箇所の理論化を行う。具体的には双曲四
角形のモジュラスを計算（または評価）する
ための特殊関数の求めることである。 
（３）タイヒミュラー空間の可視化について
は、最近取り組んでいる種数２のリーマン面
の正則族の構成とその正則切断の決定の方
法を、一般の種数のリーマン面の正則族の場
合に発展させられるかを考察する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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